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発行責任者 梅野敏基 定価 １０円
組合員の購読料は組合費のなかに含まれています

愛
知
の
最
低
賃
金
は
時
給

６
８
１
円
で
す
。
こ
こ
２
年

据
え
置
き
の
ま
ま
で
引
き
上

げ
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
６
月

２２
日
、
愛愛
労労
連連
、
愛
知
公
務

共
闘
は
賃
金
底
上
げ
・
最
低

賃
金
の
引
き
上
げ
を
求
め
て

６
８
１
分
間
（
朝
８
時
か
ら

夜
７
時
２１
分
ま
で
）
の
ハ
ン

ガ
ー
ス
ト
ラ
イ
キ
を
労

働
局
前
で
決
行
。
４
名

の
ハ
ン
ガ
ー
ス
ト
ラ
イ

キ
参
加
者
と
支
援
す
る

仲
間
５０
名
が
朝
か
ら
夜

ま
で
ビ
ラ
配
布
や
宣
伝

す
わ
り
こ
み
を
し
ま
し

た
。
ハ
ン
ス
ト
参
加
者

の
建
交
労
学
童
保
育
指
導
員

労
組
・
杉
浦
さ
ん
（
２８
歳
）

は
、「
今
年
２
月
の
最
低
賃

金
生
活
を
体
験
し
、
普
段
で

も
最
賃
生
活
を
送
っ
て
い
る

状
態
。
時
給
の
引
き
上
げ
と

と
も
に
雇
用
の
確
保
は
青
年

に
と
っ
て
切
実
」。
と
語
り

ま
す
。

午
後
か
ら
は
労
働
局
賃
金

課
に
要
請
行
動
を
行
い
、「
工

業
出
荷
額
日
本
一
の
愛
知
県

が
な
ぜ
Ｂ
ラ
ン
ク
な
の
か
Ａ

ラ
ン
ク
に
引
き
上
げ
を
」と
、

訴
え
ま
し
た
。

７
月
か
ら
８
月
に
か
け

て
、
愛
知
の
最
賃
を
決
定
す

る
審
議
会
へ
の
働
き
か
け
を

さ
ら
に
強
め
て
い
き
ま
す
。

６
月
１６
日
閉

会
し
た
通
常
国
会

で
、自
公
政
権
は
、

年
金
改
悪
の「
政

府
案
を
廃
止
に
す

べ
き
」と
い
う
７

割
の
国
民
の
声
を

無
視
し
、強
行
採

決
し
ま
し
た
。閣

僚
や
与
党
幹
部
の

年
金
未
納
が
次
々

に
発
覚
し
た
だ
け

で
な
く
、「
保
険
料

は
固
定
」「
給
付
は

現
役
世
代
の
収
入

の
５
割
を
確
保
」

す
る
と
い
う
２

つ
の
約
束
が
ま
っ

た
く
の
ウ
ソ
・
偽

り
だ
っ
た
こ
と
が

明
ら
か
に
な
り
、

大
き
な
怒
り
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。

小
泉
首
相
が
ブ
ッ
シ
ュ
大

統
領
に
、憲
法
無
視
の「
自
衛

隊
の
多
国
籍
軍
参
加
」を
国

会
の
承
認
も
な
く
表
明
し
た

こ
と
に
、多
く
の
国
民
は
強

い
怒
り
を
表
し
て
い
ま
す
。

小
泉
政
権
の
「
三
位
一
体

改
革
」
に
よ
る
補
助
金
・
地

方
交
付
税
の
削
減
で
、
全
国

各
地
の
自
治
体
で
独
自
の
賃

金
カ
ッ
ト
が
す
す
め
ら
れ
、

さ
ら
に
加
速
す
る
危
険
が
あ

り
ま
す
。
強
引
な
市
町
村
合

併
や「
構
造
改
革
特
区
」、「
独

立
行
政
法
人
」「
指
定
管
理

者
制
度
」
で
、
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
切
り
捨
て
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
公
明
党
は
公
務

員
の
調
整
手
当
削
減
実
現
を

成
果
と
し
て
宣
伝
し
、
民
主

党
は
１
割
の
公
務
員
人
件
費

削
減
を
示
し
リ
ス
ト
ラ
を
競

い
あ
い
、
憲
法
見
直
し
で
も

自
民
・
公
明
・
民
主
は
競
い

合
っ
て
い
ま
す
。
こ
ん
な
政

治
は
許
せ
ま
せ
ん
。

憲
法
が
う
た
う
「
国
民
主

権
」「
恒
久
平
和
」「
議
会
制

民
主
主
義
」「
基
本
的
人
権
」

「
地
方
自
治
」
が
小
泉
「
構

造
改
革
」
の
も
と
、
な
お
ざ

り
に
さ
れ
、
住
民
の
暮
ら
し

は
豊
か
に
な
る
ど
こ
ろ
か
一

層
苦
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

憲
法
を
職
場
と
暮
ら
し
に
生

か
す
政
治
を
進
め
る
こ
と

が
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社

会
を
実
現
す
る
道
で
す
。

組
合
員
の
み
な
さ
ん

６
月
２４
日
公
示
、
７
月
１１

日
投
票
の
参
議
院
選
挙
は
、

日
本
の
進
路
が
問
わ
れ
る
重

要
な
選
挙
で
す
。
地
方
自
治

体
と
く
ら
し
を
破
壊
す
る
小

泉
悪
政
に
歯
止
め
を
か
け
、

住
民
の
く
ら
し
を
守
り
発
展

さ
せ
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で

す
。
賃
金
・
職
場
改
善
や
、

働
き
が
い
あ
る
職
場
づ
く
り

を
す
す
め
る
な
ど
要
求
前
進

の
立
場
で
取
り
組
み
ま
し
ょ

う
。投

票
に
行
か
な
け
れ
ば
、

悪
政
は
変
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

「
憲
法
を
職
場
と
く
ら
し
に

生
か
そ
う
」を
合
言
葉
に
、組

合
員
ひ
と
り
残
ら
ず
投
票
に

行
き
、政
治
の
流
れ
を
変
え

よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
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分
の
ハ
ン
ガ
ー
ス
ト
ラ
イ
キ

最
賃
引
き
上
げ
求
め
て
す
わ
り
こ
み

悪
政
を
許
さ
ず
、憲
法
を
職
場
と
く
ら
し
に

生
か
す
た
め
に
、投
票
に
行
き
ま
し
ょ
う

―
す
べ
て
の
組
合
員
の
み
な
さ
ん
に
訴
え
ま
す

―

自
治
労
連
愛
知
県
本
部

執
行
委
員
長

羽
根

克
明

名
古
屋
市
職
労

執
行
委
員
長

大
黒

作
治

名
水
労

執
行
委
員
長

山
本

雅
之

港
職
労

執
行
委
員
長

真
野

喜
好

学
事
労

執
行
委
員
長

篠
田
と
み
子

な
ご
や
介
護
労
組

執
行
委
員
長

村
上
由
美
子

名
古
屋
市
関
連
労

執
行
委
員
長

大
黒

作
治

豊
橋
市
職
労

執
行
委
員
長

佐
藤

清
純

豊
川
市
職
労

執
行
委
員
長

大
井

宗
人

豊
川
市
病
職
労

執
行
委
員
長

洞
口

和
彦

蒲
郡
市
職

執
行
委
員
長

耒
本

吉
司

蒲
郡
社
福
労

執
行
委
員
長

今
泉

聖
一

小
坂
井
町
職
労

執
行
委
員
長

市
川

寛

東
栄
町
職
労

執
行
委
員
長

田
中

啓
子

渥
美
町
職
労

執
行
委
員
長

小
川
す
み
え

西
尾
市
職

執
行
委
員
長

簗
瀬

貴
央

西
尾
幡
豆
広
域
労

執
行
委
員
長

河
野

幸
彦

碧
南
市
職

執
行
委
員
長

小
笠
原
義
仁

碧
南
公
務
公
共
一
般

執
行
委
員
長

高
橋
テ
ル
エ

幸
田
町
職
労

執
行
委
員
長

山
本

茂
樹

知
立
市
職
労

執
行
委
員
長

杉
浦

彰
治

一
般
新
城
分
会

執
行
委
員
長

中
村
や
よ
い

瀬
戸
市
職
労

執
行
委
員
長

下
山

泰
彦

春
日
井
市
職
労

執
行
委
員
長

望
月

敦

長
久
手
町
職
労

執
行
委
員
長

矢
野

正
彦

中
水
労

執
行
委
員
長

相
羽

毅

半
田
市
職

執
行
委
員
長

熊
谷

弘

武
豊
町
職
労

執
行
委
員
長

森
田

正
樹

犬
山
市
職
労

執
行
委
員
長

森
川

圭
二

岩
倉
市
職

執
行
委
員
長

中
村

定
秋

蟹
江
町
職
労

執
行
委
員
長

立
松

和
二

一
宮
受
託
労

執
行
委
員
長

石
井

礼
子

宮
田
用
水
労

執
行
委
員
長

平
松

隆
広

西
枇
杷
島
町
職
労

執
行
委
員
長

亀
井
佳
代
子

新
川
町
職
労

執
行
委
員
長

矢
野

裕
子

自
治
体
一
般
労

執
行
委
員
長

榊
原

正
志

教
育
基
本
法
「
改
正
」
を

認
め
る
か
ど
う
か
�
参
院
選

の
最
大
の
争
点
は
、
こ
れ
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら

教
育
基
本
法
は
「
も
う
一
つ

の
憲
法
」
と
い
わ
れ
、
そ
の

見
直
し
は
憲
法
を
変
え
る
に

等
し
い
大
問
題
。と
こ
ろ
が
、

与
党
は
年
内
に
「
改
正
」
案

を
ま
と
め
来
年
の
国
会
で
成

立
さ
せ
る
構
え
。
そ
う
な
る

と
、
有
権
者
が
選
挙
で
賛
否

を
示
す
機
会
は
今
度
の
参
院

選
挙
し
か
な
い
か
ら
で
す
。

「
改
正
」
の
柱
は
「
愛
国

心
」
育
成
で
す
。
こ
れ
が
基

本
法
に
明
記
さ
れ
る
と
、
一

方
的
な
「
愛
国
心
」
が
子
ど

も
に
注
入
さ
れ
、
教
師
は
そ

の
執
行
者
に
さ
れ
ま
す
。
今

年
２
月
の
「
教
育
基
本
法
改

正
促
進
委
員
会
」
設
立
総
会

で
民
主
党
の
西
村
慎
悟
議
員

が
明
言
し
ま
し
た
。「
お
国

の
た
め
に
命
を
投
げ
出
し
て

も
か
ま
わ
な
い
日
本
人
を
生

み
出
す
」。
ま
さ
に
北
朝
鮮

の
よ
う
な
思
想
教
育
、
洗
脳

教
育
が
考
え
ら
れ
て
い
る
わ

け
で
す
。

教
育
基
本
法
改
悪
を
許
す

の
か
ど
う
か
、
ア
ジ
ア
諸
国

も
警
戒
の
目
で
見
て
い
ま

す
。

参院選に
問 う

教
育
基
本
法
「
改
正
」

「
愛
国
心
」
で
思
想
統
制

７０８円

７０７円

７０３円

６６８８１１円円

６７８円

６７７円

６７５円

Ｂランクは他
に５県ある

Ａランク

Ｂランク

東京都

神奈川県

大阪府

愛知県

埼玉県

京都府

千葉県

サン笠寺・サンホール

自治労連愛知県本部
第９３回定期大会

７月２４日（土）

人人人人人人人人人人人人人人
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・・・・・・・・・・・・・・
最最最最最最最最最最最最最最
賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃

統統統統統統統統統統統統統統
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行行行行行行行行行行行行行行
動動動動動動動動動動動動動動

９：３０受付１０：００開会
■ と き

■ ところ

（
部
内
資
料
）
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５
月
２９
日
（
土
）
愛
知
県

中
小
企
業
セ
ン
タ
ー
（
名
古

屋
駅
前
）
で
自
治
労
連
愛
知

県
本
部
医
療
部
会
主
催
で

「
看
護
集
会
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
愛
知
県
内
の
豊
川
、

豊
橋
、
半
田
、
新
城
、
名
古

屋
、
春
日
井
の
病
院
職
場
か

ら
７４
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

午
前
は
大
阪
府
泉
市
立
病

院
の
山
本
史
恵
さ
ん

を
講
師
に
「
私
の
こ

だ
わ
り
看
護
」
と
題

し
て
記
念
講
演
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
参
加
者
の
感
想

に
「
退
職
し
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
一
念

発
起
し
て
の
復
職
は

す
ば
ら
し
い
と
思
い

ま
し
た
。
本
人
の
力

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が

子
ど
も
の
協
力
、
夫

の
協
力
が
す
ば
ら
し
い
と
思

い
ま
し
た
」。「
昔
の
実
態
を

知
る
こ
と
が
出
来
、
今
ま
で

ど
の
よ
う
な
看
護
を
し
て
き

た
か
分
か
っ
た
。笑
い
の
大

切
さ
、ユ
ー
モ
ア
は
看
護
に

は
切
り
離
せ
な
い
も
の
だ
と

あ
ら
た
め
て
学
ん
だ
」
な
ど

激
励
や
元
気
を
も
ら
う
内
容

で
し
た
。

午
後
は
豊
橋
、新
城
、名
古

屋
、
春
日
井
の
各
病
院
か
ら

職
場
実
態
が
報
告
さ
れ
、
そ

の
後
４
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
交
流
討
論
を
行
い
ま

し
た
。「
痛
み
を
訴
え
る
患
者

様
に
痛
み
止
め
を
使
う
こ
と

し
か
で
き
ず
、
精
神
面
的
な

看
護
は
ま
だ
ま
だ
出
来
て
い

な
い
と
思
う
」な
ど
、日
頃
の

仕
事
上
の
悩
み
や
不
安
な
ど

も
率
直
に
出
さ
れ
ま
し
た
。
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病院職場の交流討論が熱心におこなわれました

《応募者欄》

相
次
ぐ
異
常
、
不
当
な

弾
圧
事
件

東
京
・
社
会
保
険
庁
の

堀
越
明
男
さ
ん
が
、
休
日

に
政
党
の
機
関
誌
を
配
布

し
た
こ
と
を
も
っ
て
国
家

公
務
員
法
１
０
２
条
・
人

事
院
規
則「
政
治
的
行
為
」

違
反
で
あ
る
と
６
ヶ
所
を

家
宅
捜
査
、
逮
捕
、
拘
留
、

起
訴
さ
れ
る
と
い
う
事
件

が
今
年
３
月
に
警
視
庁
公

安
部
に
よ
っ
て
引
き
起
こ

さ
れ
ま
し
た
。
数
カ
月
の

尾
行
捜
査
な
ど
異
常
か
つ

不
当
な
事
件
で
す
。

昨
年
の
５
月
に
は
、
大

分
県
豊
後
高
田
市
の
大
石

忠
昭
市
議
会
議
員
が
、
通

常
の
後
援
会
ニ
ュ
ー
ス
の

配
布
を
、
公
選
法
違
法
の

文
書
配
布
、
戸
別
訪
問
で

あ
る
と
し
て
不
当
逮
捕
、

起
訴
さ
れ
る
事
件
が
つ
く

ら
れ
ま
し
た
。

選
挙
・
政
治
活
動
の
自

由
は
侵
す
こ
と
の
出
来

な
い
永
久
の
権
利

一
昨
年
の
９
月
と
昨
年

の
９
月
に
佐
藤
警
察
庁
長

官
が
全
国
の
警
備
部
長
会

議
で
「
国
家
の
利
益
優
先

の
治
安
対
策
強
化
」
の
訓

示
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
公
務
員
の
憲
法

遵
守
、
国
民
の
基
本
的
人

権
や
生
命
の
安
全
を
守
る

と
い
う
見
地
を
無
視
し

て
、
監
視
、
統
制
と
強
制

の
警
察
行
政
を
行
う
と
い

う
も
の
で
す
。

憲
法
は「
集
会
、
結
社
、

及
び
言
論
、
出
版
、
そ
の

他
一
切
の
表
現
の
自
由
を

保
障
す
る
」「
選
挙
・
政

治
活
動
の
自
由
」
を
基
本

的
権
利
、
侵
す
こ
と
の
出

来
な
い
永
久
の
権
利
と
し

て
宣
し
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
こ
の
基
本
的
人
権
を

憲
法
は
「
国
民
の
不
断
の

努
力
」
に
よ
っ
て
守
る
こ

と
、
主
権
者
は
国
民
で
あ

る
と
宣
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
国
公
法
弾
圧
事

件
は
、
違
法
、
異
常
な
捜

査
を
行
い
「
戦
争
を
す
る

国
づ
く
り
」
強
行
の
た
め

に
、
国
家
公
務
員
を
従
わ

せ
、
国
民
の
反
対
の
声
を

封
じ
込
め
よ
う
と
狙
っ
た

も
の
で
す
。
断
じ
て
許
さ

れ
ま
せ
ん
。

７０
年
代
か
ら
公
務
員

法
・
公
選
法
を
口
実
と
し

た
警
察
の
干
渉
と
弾
圧
に

よ
り
、
２
０
０
余
件
の
司

法
判
断
を
求
め
る
裁
判
と

自
由
と
人
権
、
民
主
主
義

を
守
る
闘
い
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。全
国
で「
違

憲
判
断
」「
勝
利
的
判
決
」

も
数
多
く
つ
く
ら
れ
、
不

当
な
弾
圧
を
許
さ
な
い
力

が
蓄
積
さ
れ
て
き
ま
し

た
。憲

法
を
守
り
、生
か
し
、

闘
い
に
よ
っ
て
生
命
力
を

与
え
、
発
展
さ
せ
て
き
た

こ
と
を
想
起
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
私
達
は
、
新

た
な
情
勢
の
変
化
に
機
敏

に
対
応
し
て
、
警
戒
心
を

高
め
、
来
る
べ
き
参
議
院

選
挙
で
政
治
の
革
新
と
憲

法
を
守
る
勢
力
を
勝
利
さ

せ
反
撃
し
ま
し
ょ
う
。

８
７
６
号
の
答
え
は
「
ト

キ
ハ
カ
ネ
ナ
リ
」
で
し
た
。

３２
名
の
応
募
が
あ
り
、
全
員

正
解
で
し
た
。
以
下
の
方
に

図
書
券
を
送
り
ま
す
。

山
本

文
子（
豊
川
市
職
労
）

井
内

理
恵（
春
日
井
市
職
労
）

河
合
美
ど
り（
名
古
屋
市
職
労
）

石
川

玲
子（
西
尾
市
職
）

中
橋
香
那
子（
春
日
井
市
職
労
）

鈴
木

明
美（
瀬
戸
市
職
労
）

田
村

嘉
章（
豊
橋
市
職
労
）

伊
藤

澄
江（
岩
倉
市
職
）

増
田

景
子（
名
古
屋
市
職
労
）

湯
浅

康
子（
名
古
屋
市
職
労
）

◆
こ
れ
か
ら
う
っ
と
う
し
い

梅
雨
と
暑
〜
い
夏
が
や
っ
て

き
ま
す
が
体
内
に
気
を
取
り

入
れ
て
元
気
に
の
り
き
り
た

い
で
す
（
吉
田
孝
子
・
春
日

井
市
職
労
）
◆
今
は
じ
っ
と

ガ
マ
ン
の
時
で
す
か
ね
（
岡

照
彦
・
港
職
労
）
◆
年
金
問

題
、
ど
こ
に
本
質
が
あ
る
の

か
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す

（
対
馬
正
浩
・
豊
橋
市
職
労
）

◆
と
う
と
う
梅
雨
の
季
節
に

な
り
ま
し
た
。
う
ち
の
職
場

は
も
う
す
ぐ
運
動
会
。
毎
日

空
の
様
子
と
週
間
天
気
予
報

を
見
て
は
タ
メ
息
を
つ
い
て

い
ま
す
。
神
様
１
日
で
い
い

か
ら
晴
れ
に
し
て
下
さ
い
…

（
黒
田
操
・
学
事
労
）
◆
環

境
に
や
さ
し
い
と
い
う
歌
い

文
句
で
オ
ー
ル
電
化
の
家
が

売
り
出
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

電
力
の
消
費
が
増
え
る
と
原

子
力
発
電
所
の
建
設
へ
と
つ

な
が
り
、
結
果
的
に
は
環
境

破
壊
に
な
る
の
で
は
。
私
は

絶
対
ガ
ス
コ
ン
ロ
で
す
。

（
佐
藤
悦
子
・
学
事
労
）

ク
イ
ズ
の

職職
場場
のの
声声

当当
選選
者者

自由と人権
民主主義を守るのは
「国民の不断の努力」

稲生昌三さん
国民救援会愛知県本部
事務局長代行・副会長憲憲法法シシリリーーズズ（（そそのの３３））

左
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
を
と

き
、解
答
お
よ
び
名
前
・
単
組

名
・
職
場
を
は
が
き
に
書
い

て
左
記
ま
で
送
っ
て
く
だ
さ

い
。
抽
選
で
１０
名
の
方
に
図

書
券
を
贈
呈
し
ま
す
。

〒
４
６
２－

０
８
４
５

名
古
屋
市
北
区
柳
原
三
丁

目
７－

８

自
治
労
連
愛
知

県
本
部
教
宣
部
行
。
締
め
切

り
は
７
月
３１
日
必
着
。
は
が

き
に
か
な
ら
ず
近
況
・
職
場

で
の
話
題
、
今
号
の
「
あ
い

ち
の
仲
間
」
の
感
想
等
を
書

い
て
下
さ
い
。

歳

男・女

年 齢

性 別

フリガナ

氏 名

職 場 名

職場電話

単 組 名


